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小豆島中央病院だより

令和7年度入職式
皆さまどうぞよろしくお願いいたします。

小豆島中央病院は、1名の医師を含む18名の新しいスタッフとともに、令和7年度が
スタートしました。看護部には12名の仲間を迎え、新しくそして活気あふれる風を巻
き起こしてくれることを期待しています。
高齢化が進む小豆島においては、患者さまや地域の人々が住み慣れた場所で、その人

らしく、そして望む生活が送れるように支援していくことが、私たち看護師の重要な役
割です。
□「調和」「真心」「謙虚」これはコスモスの花言葉であり、看護部の理念としている
言葉です。私たち看護師は、技術だけではなく、相手を思う心と謙虚な姿勢をもって、
命と向き合います。コスモスのように、やさしく、しなやかに、そして調和のとれた看
護を実践していきたいと考えております。今後ともよろしくお願いいたします。

副看護部長 中野 直美



中学校「進路を考える集い」

2025.4.16 「進路を考える集い」に参加しました。

アナウンサーや、起業家の方と一緒に小豆島中央病
院看護師も講師として参加しました。
中学生の皆さんが、これから先、進路を考える際に

頭の片隅にでも残っていればいいかなと、看護師とし
ての大変な事、やりがいなどについて、個人的なエピ
ソードを交えつつお話ししました。

小豆郡合同入社式

2025.4.16 小豆郡合同入社式に参加しました。

郡内多職種の新入職者が集い、企業や団体の枠を
越えて意見交換しました。
島外や外国の方など様々な方が小豆島での新たな

生活をスタートさせます。新たな希望を胸に小豆島
で安心して過ごせる様に交流を深めることが出来ま
した。

心電図検定

心電図検定は、日本不整脈心電学会が主催する
検定で、心電図の判読能力を測定する試験です。
心電図は心臓の診断や治療方針を決める上で欠か
せない検査のため、医療現場のスタッフの判読技
術の向上を目的としています。

2024年度の全国の受験者数はおよそ2万人で
した。小豆島中央病院からも複数人が受験し、見
事4名が合格しました。



高松市救急艇「せとのあかり」での転院搬送訓練

（於:豊島家浦港）

平時の海上交通が使えない場面を想定し、急を要する豊島巡回診療所からの転院搬送時に
高松市の救急艇を要請した場合の合同訓練を行いました。要件である医師・看護師の同乗に
備え、船内の資器材について高松北消防署朝日分署員から説明をうけ、着岸時や搬入時のフ
ローを演習で確認しました。限られた時間、マンパワーのなかで、待機・搬送時間や有効な
資器材の見通しが得られました。

豊島news

是非ご参加下さい第６回 3/18 (水) 「脳血管疾患」
講師：原田Dr．

第５回 1/21 (水) 
「合併症と検査」
講師：原Dr．

第３回 9/17 (水) 
「眼の話」
  講師：増田Dr．

第４回 11/19 (水) 「災害、シックデイ」
講師：看護師、管理栄養士

第２回 7/16(水)「糖尿病と歯周病」 
  講師：日本糖尿病療養指導士

奇数月第3水曜日13:30～１階ふれあい広場
※第1回は終了しました。2025年度 糖尿病教室のご案内

メディカルラリーとは、用意された様々なシチュエー
ションに挑み、その得点を競う競技です。もともとは医
師、看護師等の医療従事者が行うものでしたが、近年一
般の方々も対象に広く行われるようになりました。
□今回、小豆島中央病院では、高校生を対象に「高校生
メディカルラリー」を開催します。小豆島の未来を担う
高校生が「命に関わる仕事」を知るきっかけになればと
考えています。 

2025.8.9 高校生メディカルラリー開催決定！



新入職医師紹介

che
ck!!

当院では一緒に働く職員を募集しています。
詳しくは、右側のQRコードを読み取りご覧ください。気になることが
ありましたらお気軽にお問い合わせください。
（問い合わせ先：総務課 0879-75-1214）

小豆島中央病院職員募集！

病院職員オススメ！私の癒しスポットリレー

笠ヶ瀧 土庄町にある小豆島霊場第７２番瀧湖寺の奥
之院にあたるお寺です。
□本殿へ上るまでに「階段」「第１崖」「第２崖」の
難所があります。写真は初めの難所「階段」の写真で
す。どの難所も厳かで美しい佇まいですが、個人的に
ここからの眺めが１番好きです。
□車道が「第１崖」の麓まであるのでこの「階段」を
登る人はあまりいませんが時間と体力があれば敢えて
大変な思いをして登ってみるのはいかがでしょう？
きっと本殿から見える景色も違ってみえるはずです。

2005年から内海病院、途中約2年間のブランクを経て2014年からは遠隔でおよ
そ17年間小豆島の仕事をして参りました。町民の皆様とは病院で直接お目にかから
ないことがほとんどでしたが、CT、MRIの画像診断を付けて主治医に返すという
日々でした。画像装置の進歩は目覚ましく、年々きれいな画像が早くとれ、それに伴
い様々な病気の診断が出来る様になり、件数も増え、質的、時間的にも追いつくのが
大変でした。人数の少ない中、放射線技師の方々の努力、
協力もあり、患者さまへの説得力のある良い画像、所見
を届けられたと思っています。
□小豆島の魚が大好きでした。新鮮で美味な魚で季節を
感じることが出来ました。
□長期にわたり、ありがとうございました。

診療科：内科 趣味：オーケストラ鑑賞

丸井 康平
まるい こうへい

木村 成秀
きむら なるひで

□場所が変わっても やることに変
わりはなく、最善を尽くします。
□よろしくお願いします。

診療科：放射線科
趣味：音楽、写真、ランニング

森先生退職の挨拶

□医師4年目の丸井と申します。不慣れな点が
多くご不便やご迷惑をおかけすることもあるか
とは思いますが、小豆島の医療に少しでも貢献
できるように精進してまいります。
□よろしくお願いいたします。
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